
船舶インシデント調査報告書 

令和６年７月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（電源喪失） 

発生日時 令和５年７月１１日 １９時４０分ごろ 

発生場所 千葉県鋸南
きょなん

町西方沖 

 勝山港南防波堤灯台から真方位２６４°１.７海里付近 

 （概位 北緯３５°０６.５′ 東経１３９°４７.５′） 

インシデントの概要  押船第八光
こう

徳
とく

丸は、被押はしけ光
こう

徳
とく

と押船列を構成して航行中、電

源が喪失し、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和５年７月２６日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 押船 第八光徳丸、１９トン 

   ２９２－４６３９６千葉、株式会社服部回漕店 

ディーゼル機関、船内機、４サイクル、１,０２９.７０kＷ、

使用燃料Ａ重油、６気筒、ボア２８０mm、回転数毎分３９０、

製造年月日不詳、平成１４年１２月進水 

Ｂ はしけ 光徳、約１,２７４トン 

   なし、株式会社服部回漕店 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

乗組員、二級小型・特殊・特定（失効中） 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風速 約５～６m/s、視界 良好 

海象：うねり 波向南西、波高約３～４ｍ 

 インシデントの経過等 Ａ船は、船長及び乗組員１人が乗り組み、クレーン運転士１人を乗

せ、Ｂ船の船尾部に船首部を結合して押船列を構成し、建設発生土を

陸揚げする目的で、千葉県館山市館山港に向け、京浜港横浜第１区を

出港した。 

Ａ船は、浦賀水道を通過し、船長が操船及び見張りに、乗組員が操

舵操船にそれぞれ当たり、自動操舵で約４ノットの対地速力として南

進した。 

船長は、波が高くなり、船体動揺が大きくなってきた状況を見て、

Ｂ船の甲板上にロープで固縛していたドラム缶の状態を確認しようと

して、同ドラム缶の設置場所へ向かったところ、更に波が高くなり、

船体の動揺で船外に投げ出されるおそれを感じたので、Ｂ船の船尾部

に配置された構造物（居住区）の上方に避難した。 

Ａ船は、航行中、Ｂ船の発電機室に設置した可搬形ディーゼル発電

機（以下「本件発電機」という。）から電力を供給していたところ、



本件発電機が停止して電源が喪失し、主機が停止して運航不能となっ

た。 

船長は、携帯電話で船舶所有会社担当者に本インシデントの発生を

連絡し、同社担当者経由で海上保安庁に通報を行い、船長、乗組員及

びクレーン運転士は、来援した巡視艇に救助され、館山港に着いた。 

 Ｂ船は、本件発電機のほか、予備発電機及び停泊用発電機の３台を

設置しており、予備発電機は、手動で始動して気中遮断器を投入して

Ａ船に電力を供給するようになっていた。 

 船長は、本インシデント当時、時化
し け

による船体の動揺で船外に投げ

出されるおそれを感じたので、Ｂ船の発電機室に入って予備発電機を

始動することができなかった。 

 本件発電機関は、本インシデント後、点検されたものの、異常はな

く、停止した理由が不明であった。 

分析 Ａ船は、鋸南町西方沖を航行中、Ｂ船に搭載している本件発電機が

停止してＡ船に電力が供給されなくなったことから、Ａ船の主機が運

転できなくなり、運航不能となったものと考えられるが、本インシデ

ント後、本件発電機が点検されたものの、本件発電機が停止した状況

を明らかにすることはできなかった。 

船長は、時化による船体の動揺で船外に投げ出されるおそれを感じ

たことから、Ｂ船の発電機室に入ることができず、予備発電機を始動

することができなかったものと考えられる。 

原因 本インシデントは、鋸南町西方沖をＡ船が航行中、Ｂ船に搭載して

いる本件発電機が停止してＡ船に電力が供給されなくなったため、Ａ

船の主機が運転できなくなったことにより発生したものと考えられ

る。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・被押はしけ等に結合して運航する押船の船舶所有者は、押船が被

押はしけの発電機から電力供給を受ける構造の場合、電力供給に

支障が生じた際、気象海象によっては、直ちに乗組員がはしけに

移乗して、対処することが困難な状況があるので、押船に発電機

を搭載して航行に必要な電力を供給できる設備にすることが望ま

しい。 



Ａ船がＢ船の船尾部に船首部を結合した押船列の状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ船の一般配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 船 
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船尾部に配置された構造物（居住区） 

発電機室  
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